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と膵島＋MSC 群(500IEQ＋1X105MSC：GROUP B)の 2群とし、移植後 1ヵ月間の血糖値、体重変化率、
血漿 C-ペプチド濃度を測定し、加えて移植後 28 日目の耐糖能試験、移植後 3 日目の血漿中サイ









(p=0.048)の発現が IM 群の膵島で有意に増加していることが分かった。移植実験では、GROUP B
は移植後の血糖値が GROUP Aに比べてやや低い傾向が見られたが、有意な差はみられなかった。
一方、血清 IL-6濃度は GROUP Bで著明な低下が認められた（I群 21.5±2.3 pg/µL、IM群 1.40±0.27 
pg/µL（p=0.0002））。組織学的所見上、GROUP Aで見られた移植後 3日目の移植部位への炎症性細
胞浸潤と出血・壊死面積割合は GROUP Bでは軽度であった。一方で血管新生に関しては両群間に
差は見られなかった。 
結語：筋肉内膵島移植において MSCは移植後 3日目の炎症性変化を抑制していたが、血糖値の降
下作用の改善には寄与せず、他部位で報告されている MSCによる血管新生の増生がみられなかっ
たことが影響しているのではないかと推測された。一方 MSCは、膵島に直接的に作用し、膵島機
能の向上に関与する遺伝子発現を促す可能性が示唆された。 
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